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　　　　　　　　　　毎治

　　　　　　　　　　日し

松沢卯作さん　にて
（川治下町2）大正4年2月1日生まれ

　若い時から風邪も引かず、山に行

ってもっぱら仕事（田、畑）の毎日

なもんだから、婆さんは「土とにら

めっこしているのが趣味だの」なん

て言ってます。ところが秋に交通事

故で50日も入院し、まだ右肩をあま

り上げることができません。早く治

して、またせっせと山に行ける年に

したいもんです。気分はいいし、な

んといっても健康の秘訣だからね。

　来年は、干支の4番目の卯（兎）年。日本の古

事記に出てくる「大国主神と稲羽の素兎（しろう

さぎ）」の神話、卑と猿と蛙の活躍ぶりが描かれている平安時代末期の遺晶「鳥

獣戯画」など、耳にし目にしています。また「月で兎がもちつき」という話は．

中国の「月宮殿に住する天王の使者なり（太唐西域記）」の物語に由来していま

す。最近、身近な兎はどいえぱ開業以来、安全・快適・好況に疾走する北越急

行・スーパー特急「スノーラビット」と、ほくほく線キャラクター・うさぎの

「ホックン」。登場覧・走だきました皆さんはじめ市民みんなが、さわやかな兎の

足どりのような来年にするようがんば鰻ましょう。

9人の孫の成長が
　　　　　とても楽しみ
　　　かずとし

桑原計利さん
（塩之又）昭和2年I　I月17日生まれ

　家内と2人暮らしですが、3人

の子供たちが市内で所帯を持って

いるもんですから安心しています。正月やお盆など年5

回ほど3家族が一緒に来ます。5歳から中学3年生まで

の孫が9人ですから、それはにぎやかなもんです。この

孫たち（3ぺ一ジの水落香菜ちゃんもお孫さんです）の

成長を見るのが、私と家内の楽しみですね。

大正琴が
うまく弾けるように

金沢千代さん
（太田島1）大正4年1月2日生まれ

　毎週月曜日に平成園のデイサー

ビスに行ってます。血圧を計って

もらいゲームや体操をしたり、お茶を飲んだり、とにか

く楽しいですね。新聞の文字パズルを考えるのも楽しみ

の一つです。ずいぶん前に孫が買ってくれた大正琴があ

りますので、頭と指先の運動のために弾けるようにがん

ばってみますか。昔の童謡は少し弾けるんですよ。

　　　　　　　　　　　家節

　　　　　　　　　　　族目

　　　　　　　　　を長に
　　　　　　　　　祈と

小川良一さんる
（浅之平）昭和26年10月14日生まれ

　今年は結婚25周年を迎え、妻と一

緒に訪れた北海道旅行がよい思い出

です。四半世紀を共に歩んできまし

たが、健康で家族仲良く平隠無事に

過ごせたことを心から喜んでいます。

来年は長男が私と同じ干支で24歳に

なり、次男も成人という大きな節目

を迎えます。来年こそは不景気を吹

き飛ばし、兎のように高く跳ね上が

る飛躍の年にしたいと思っています。

　　　　　　　　　　　終田

　　　　　　　　　　　わ仕

　　　　　　　　　伊ら事
　　　　　　　　　勢せを
　　　　　　　　　参て
　　　　　　　　　り

津畑光男さん1こ

（上田原）昭和14年1月5日生まれ

　今年の作柄はまあまあですから良

かった年ですね。上2人の女の子は

県外に嫁ぎましたが、下2人の男の

子は市内に勤め家から通っています

ので、農作業の忙しい時は何かと頼

りになります。来年は家内と温泉に

でも行きますか。田植えの終わる6

月には中学校の同級生20人と伊勢参

りの計画を立てています。今から積

もった話をするのが楽しみですね。

　　　　　　　　　　　　来

　　　　　　　　　　　挑年

　　　　　　　　　　　戦も

　　　　　　　　　気す何
　　　　　　　　　持るに

　　　礁麟　　ち　で
林貴美子さんでも

（小泉1）昭和14年3月10日生まれ

　福祉協力員として給食の配達ボラ

ンティアをしています。楽しみに待

っていてくれるお年寄りの顔を見る

と安心します。自分が世話できるう

ちはと思ってやっています。ものに

できるものはないんですが、何にで

も挑戦するのが私の趣味です。来年

もこの気持ちでがんばりたいですね。

やってみることは、どんなことでも

自分のためになりますもんね。

2



　　　　　　　　　　　児部

　　　　　　　　　が童活
　　　　　　　　　ん会動
　　　　　　　　　ばでや
　　　　　　　　　り

　　　　　　　　　ま

水落香菜ちゃんす
（蟹沢）昭和62年4月28日生まれ

　部活では、夏は陸上、冬はクロス

カントリースキーをやっています。

部員は36人、毎日1時問ちょっとの

練習をしています。来年1月6日に

はクロカンスキーの市民大会がある

ので、一生懸命がんばって入賞した

いと思います。また、来年は最上級

生。児童会でがんばったり、下の学

年の面倒をみたり、もちろん家での

お手伝いもしっかりやります。

　　　　　　　　　　　大バ

　　　　　　　幾　　会ド
　　　　　　　・・目でミ
　　　　　　　　　指1ン
　　　　　　　　　し位卜

　　　　豊　　まをン
根津錨蓄くんす

（稲荷町1）昭和62年l　I月2日生まれ

　今年はスポーツ少年団のバドミン

トンに入ってがんばったり、委員会

（総務）が始まったりして大変な年

だったけど、いろいろなことがあっ

て楽しい1年でした。来年は、今年

3位だったバドミントンの大会で1

位になりたいと思います。また、好

きな算数をもっともっとがんばった

り、国語の漢字テストで100点をとっ

たりしたいと思います。

　　　　　　　　　　　手下

　　　　　　　　　が本学
　　　　　　　　　んに年
　　　　　　　　　ばなの
　　　　　　　　　りる
　　　　　　　　　まよ

高橋美咲ちゃんすう
（本町7－2）昭和62年6月28日生まれ

　5年生になって勉強がずいぶん難

しくなり、大変な年でした。学校で

は図工や家庭科が得意で、家でもお

母さんの料理の手伝いなどやります。

6年生になると、ますます勉強が難

しくなると思いますので、わからな

くならないようにがんばりたいと思

います。また、委員会活動も一・生懸

命やって、最上級生として下学年の

手本になるようにしたいです。

視野を広げ
さらに充実した1年に

樋ロ大介さん
（中在家）昭和50年5月7日生まれ

　今年は仕事も順調で、あっとい

う間の1年でした。職場のJ　Aは

今年の春に一大合併をしたことで、新しい皆さんと新鮮

な緊張感をもちながら仕事をすることができました。こ

れまでの市内だけの枠を飛び越えて、視野が広がった思

いがします。来年は私も20代半ば、一人前の男として仕

事もプライベートも一層充実した1年にしたいですね。

我が子の成長を
　　　　　見守りながら

太田妙子さん
（馬場3）昭和50年12月14日生まれ

　　　　　　　　　　しゅうせい
　今年3月に待望の長男、宗成く

んが生まれました。最近ではつか

まり立ちもできるようになったんですよ。初めての育児

に追われる中にも、我が子の成長を見守る喜びを実感し

た1年でした。来年になれば言葉も話し、外に出て遊び

まわることでしょう。そんな姿を思いうかべながら、我

が子と歩むすばらしい新年にしたいと思っています。

　　　　　聾　　　家
　　　　　　　　　　祈族

　　　　　　　　　　つの
　　　　　　　　　　て健
　　　　　　　　　　い康

　　　　　　　　　　まを

樋口紀子さんす
（塩野）昭和38年6月14目生まれ

　我が家は私たち夫婦と3歳になる
ゆうせい

祐生くん、父母とおお婆ちゃんの6

人家族。今年の出来事では、家族旅

行で行った那須高原がよき思い出で

す。来年になれば祐生くんも幼稚園

に通います。今からその姿を思い浮

かべて家族全員がわくわくしている

んですよ。新たな1年を家旅みんな

が健康で、さらに新しい家族が授か

ればと祈っています。

　　！繍隈　　　　　　　　　　　ア
無鞄

高橋直道さん

家
族
4
人
で

　
楽
し
い
旅
行
を

（春日町3）昭和38年8月9日生まれ

　塗装店をやっているのですが、不

況不況という割には仕事のあった1

年でした。来年は、仕事や町内の役

が回ってきたりで忙しくてなかなか

できなかった家庭サービスをしたい

ですね。できれば子供たちが喜ぶよ

うなところに家族旅行をと考えてい

ます。また、川治の剣友会に所属し

ているのですが、その方面でもがん

ばりたいと思います。

新
た
な

ス
タ
ー
ト
台
に

　
　
　
　
立
つ

小川文江さんて
（袋町東）昭和26年l　I月4目生まれ

　24歳で結婚した私にとって、48歳

を迎える来年はとても大切な節目に

なります。下の子も来年は20歳を迎

えるなど、順調に1人立ちへの成長

を続けています。周りの皆さんや多

くの友人に支えられたこれまでを感

謝の気持ちで振り返りつつ、新たな

スタート台に立つつもりで、年相応

の生き方を心穏やかに見つめ直した

いと思っています。
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う
。
さ
ら
に
、
屋
根
の
雪

を
道
路
に
投
げ
捨
て
た
り
、
駐
車
禁
止
の
除
雪
道
路
に
車

を
止
め
た
り
す
る
禁
止
行
為
を
し
な
い
よ
う
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

除
雪
機
械
に
近
寄
ら
な
い

　
除
雪
作
業
中
は
大
変
危
険
で
す
。

必
ず
誘
導
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。
除
雪
作
業
を
す
る
時
は
、
必

ず
誘
導
員
を
付
け
、
事
故
防
止
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
消
防
小
屋
や

消
火
栓
・
電
話
ボ
ッ
ク
ス
の
前
に
雪

を
置
か
な
い
よ
う
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。非

常
ロ
の
確
保
と

幼
児
や
高
齢
者
に
配
慮
を

　
火
災
な
ど
の
緊
急
時
に
備
え
て
、

自
宅
の
非
常
口
を
確
保
し
た
り
、
町

内
の
防
火
水
槽
・
消
火
栓
の
除
雪
を

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
家
の
周
り

の
雪
壁
の
崩
落
や
消
雪
池
・
流
雪
溝

な
ど
へ
の
転
落
に
よ
る
事
故
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
幼
児
や
高
齢

者
に
は
、
十
分
気
を
つ
け
る
よ
う
配

慮
し
て
く
だ
さ
い
。

流
雪
溝
を
使
用
す
る
時
は

　
流
雪
溝
を
使
用
す
る
時
は
、
次
の

こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
作
業
中
は
、
流
雪
溝
の
ふ
た
が
開

　
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
よ
う
に

　
赤
い
布
な
ど
で
目
立
つ
よ
う
に
表

　
示
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
作
業

　
が
終
了
し
た
ら
速
や
か
に
ふ
た
を

　
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

②
ふ
た
に
付
け
て
あ
る
十
字
枠
は
、

　
危
険
で
す
の
で
絶
対
に
外
さ
な
い

　
で
く
だ
さ
い
。

③
流
雪
溝
の
投
雪
口
が
、
道
路
の
中

　
央
に
設
置
さ
れ
て
い
る
所
が
あ
り

　
ま
す
。
交
通
の
支
障
に
な
り
危
険

　
で
す
の
で
、
使
用
し
な
い
で
く
だ

　
さ
い
。
や
む
を
得
ず
使
用
す
る
場

　
合
は
、
誘
導
員
を
置
い
て
作
業
を

　
し
て
く
だ
さ
い
。

④
中
小
河
川
へ
の
多
量
の
投
雪
は
、

　
水
上
が
り
の
原
因
に
な
り
ま
す
の

　
で
や
め
て
く
だ
さ
い
。

国
・
県
道
の

　
消
雪
パ
イ
プ
の
使
用

　
国
・
県
道
の
消
雪
パ
イ
プ
は
第
2

融
雪
電
力
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
2
4
時
間
使
用
で
き
た
所
も

比
較
的
気
温
の
高
い
午
後
2
時
か
ら

3
時
と
、
午
後
4
時
か
ら
5
時
の
問

は
運
転
が
休
止
さ
れ
ま
す
。
ま
た
早

朝
の
通
勤
・
通
学
者
を
水
は
ね
か
ら

守
る
た
め
、
午
前
7
時
か
ら
8
時
の

間
は
運
転
が
休
止
さ
れ
ま
す
。

な
だ
れ
に
注
意

　
市
内
に
は
多
く
の
な
だ
れ
危
険
箇

所
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
降
雪

状
況
に
よ
っ
て
は
危
険
に
な
る
所
が

あ
り
ま
す
の
で
、
通
行
の
際
は
十
分

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
な
だ
れ
の
恐
れ
が
あ
る
場

合
や
発
生
し
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
避

難
し
て
、
十
日
町
市
建
設
課
ま
た
は

十
日
町
土
木
事
務
所
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

ポ
イ
捨
て
禁
止
の
徹
底

　
春
先
に
な
る
と
、
除
雪
の
雪
に
混

じ
っ
て
飛
ば
さ
れ
た
空
き
缶
・
空
き

瓶
な
ど
が
た
く
さ
ん
出
ま
す
。
田
畑

の
耕
作
者
に
大
変
な
迷
惑
を
か
け
る

だ
け
で
な
く
危
険
で
す
。
絶
対
に
空

き
缶
等
の
ポ
イ
捨
て
を
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。
ま
た
「
指
定
袋
」
以
外
で

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
と
収
集

さ
れ
ず
、
路
上
に
置
か
れ
た
ま
ま
に

な
り
ま
す
。
除
雪
作
業
の
支
障
に
な

り
ま
す
の
で
、
ご
み
は
必
ず
「
指
定

袋
」
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

小
型
除
雪
機
の

　
　
　
　
　
事
故
を
防
こ
う

　
小
型
除
雪
機
に
よ
る
事
故
が
毎
年

多
発
し
て
い
ま
す
。
回
転
羽
根
部
分

4



に
雪
が
詰
ま
っ
た
時
な
ど
に
は
、
必

ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
て
か
ら
取
り

除
く
な
ど
、
事
故
防
止
に
万
全
の
注

意
を
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

臨
時
交
通
規
制
が

　
　
　
　
　
　
行
わ
れ
ま
す

　
降
雪
・
積
雪
状
況
に
よ
り
、
交
通

規
制
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

場
所
は
市
街
地
だ
け
で
は
な
く
周
辺

　
　
来
　
　
米
　
　
米
　
　
米
　
来
　
　
※
　
　
米
　
　
米
　
　
来
　
　
※
　
　
※
　
　
米
　
　
※

東北電力・

お願いします

の
地
区
で
も
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
協
力
願
い
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ

建
設
課
克
雪
利
雪
対
策
室
（
雪
害

対
策
室
・
市
役
所
2
階
）
智
5

7
1

3
1
1
1
内
線
2
7
1
・
2
7
2

ま
た
は
除
雪
セ
ン
タ
ー
（
下
島
）

暦
5
7
－
2
8
9
4
へ
。

※
　
　
来
　
　
来
　
来
　
　
※
　
来
　
　
米
　
　
米
　
　
米
　
　
米
　
　
※
　
　
米

◆
屋
根
の
雪
下
ろ
し
を
す
る
時
に
は
、

　
雪
を
電
線
や
電
話
線
に
当
て
な
い

　
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
な
ど
で
除
雪

　
作
業
を
す
る
人
は
、
電
線
や
電
話

　
線
の
方
に
雪
を
飛
ば
さ
な
い
よ
う

　
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
除
雪

　
車
を
電
線
や
支
線
に
接
触
さ
せ
な

　
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
変
圧
器
や
電
線
に
触
れ
る
と
感
電

　
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
電
線
が

　
切
れ
て
道
路
な
ど
に
落
ち
て
い
た

　
時
は
、
絶
対
に
触
れ
な
い
で
く
だ

　
さ
い
。
ま
た
、
見
つ
け
た
時
は
、

　
至
急
東
北
電
力
ま
で
お
知
ら
せ
く

　
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ

▼
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

　
　
　
　
　
　
智
5

2
1
3
1
0
7

▼
N
T
T
－
T
E
信
越
十
日
町
サ

　
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
智
5
0
－
1
3
1
3

水
道
管
・
蛇
ロ
の
凍
結
防
止
は
万
全
で
す
か

冬
の
冷
え
込
み
に
ご
注
意

　
月
夜
の
晩
な
ど
冷
え
込
み
が
厳
し

く
な
る
と
、
屋
内
の
水
道
管
や
蛇
口

が
凍
っ
て
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
凍
結
事
故
に
よ
る
修
繕
費
お
よ

び
水
道
料
金
は
、
使
用
者
の
負
担
に

な
り
ま
す
。
十
分
な
防
寒
対
策
を
お

願
い
し
ま
す
。

凍
結
防
止
対
策

　
凍
結
し
や
す
い
箇
所
に
保
温
材
を

巻
き
ま
す
（
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
、

水
分
を
吸
収
し
な
い
素
材
が
有
効
）
。

　
特
に
屋
外
や
軒
下
に
あ
る
蛇
口
は

凍
結
し
た
り
雪
の
重
み
で
破
損
し
や

す
い
の
で
十
分
な
保
護
を
し
て
く
だ

さ
い
。
指
定
工
事
店
に
相
談
す
る
と
、

よ
り
完
全
な
凍
結
防
止
が
で
き
ま
す
。

凍
結
し
た
と
き
は

タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら

ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
と
か
け
て
く

だ
さ
い
。
急
に
熱
湯
を
か
け
る
と
破

裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

破
裂
し
た
と
き
は

　
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
止
水
栓

を
閉
め
て
水
を
止
め
て
か
ら
、
指
定

工
事
店
に
修
理
を
お
願
い
し
て
く
だ

さ
い
。

家
を
留
守
に
す
る
と
き
は

　
留
守
に
す
る
と
家
の
中
が
冷
え
込

み
、
今
ま
で
凍
結
し
な
か
っ
た
蛇
口

や
水
道
管
が
凍
結
し
て
破
裂
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
留
守
中
に
凍
結
し
て
破
裂
す
る
と

漏
水
し
て
い
る
の
が
分
か
ら
ず
、
多

額
の
水
道
料
金
を
支
払
う
こ
と
に
な

っ
た
り
、
家
の
中
が
水
浸
し
に
な
る

な
ど
の
被
害
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
し
ば
ら
く
の
間
留
守
に
す
る

場
合
な
ど
、
凍
結
に
よ
る
破
裂
を
防

十圓町・コモ
　　姉妹都市友好ワイン
　　　　　　　1、

ざら燃お膨簿ま纏繰1…………・鞭

　十1臼町蕃欝とイタ吻ア；・コ愚繭は、

爾繭の主要産業ぞある絹織鞠溺縁懸

昭和5◎（1975）隼2月、姉妹都辮を

結びましだ．以来23隼闇磁わ驚働様難

な交流を進めてきで恥まiす．経済交

流の一環として今年2月に引き続き、

ワインを輸入し蓑した。お近くの取

扱恥酒屋さんでお求めくださ鱒、

止
す
る
た
め
に
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク

ス
内
の
止
水
栓
を
閉
め
る
か
、
水
道

局
に
連
絡
を
し
て
休
止
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

メ
ー
タ
ー
の
検
針
に

　
　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

◇
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を

　
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◇
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
近
く
に
は

　
犬
を
つ
な
が
な
い
で
く
だ
さ
い
。

引
つ
越
す
と
き
は

　
　
　
水
道
料
金
の
精
算
を

　
引
っ
越
し
な
ど
で
使
用
者
が
変
わ

る
と
き
は
水
道
料
金
の
精
算
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
精
算
の
連
絡
は
引
っ
越
す
5
日
前

ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ

　
水
道
局
盈
肝
i
3
1
1
1
内
線

2
4
1
・
2
4
3
・
2
4
4
へ
。

巳・赤ワイン（辛口〉

　メル1ロツト・デツ秘・ベネツ繍工

■白ワイン（辛団）

　ソ號一べ・クラッスィコ・ニィバイ

ロ価格　2，400円（消費税別）

　赤・白1本（750m翅）化粧箱入塑

　　レ単晶売りもあります。赤・白

　各1，200円（だだし化粧箱なし）。

ロ問合先　半日町・コモ姉妹都撫交

流協会（十日町商証会議所内　纏

57－5111）へ。
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l「1　　、
5
｝
i

現
代
雪
ま
つ
り
発
祥
の
地

第
5
0
回
十
日
町
雪
ま
つ
り

　
第
5
0
回
十
日
町
雪
ま
つ
り
の
財
務

委
員
会
・
実
行
委
員
会
・
プ
レ
イ
ベ

ン
ト
が
1
2
月
1
9
日
㈲
、
ク
ロ
ス
ー
0
を

会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
4
時
か
ら
行
わ
れ
た
財
務
委

員
会
で
は
、
吉
沢
委
員
長
（
商
工
会

議
所
会
頭
）
の
下
、
厳
し
い
経
済
状

況
下
で
は
あ
る
が
、
節
目
の
雪
ま
つ

り
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の
協
賛
金
集

め
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
行

わ
れ
た
実
行
委
員
会
で
は
、
高
波
企

画
委
員
長
が
「
数
十
回
の
企
画
会
議

を
開
催
し
た
中
で
、
基
本
的
に
は
原

点
に
返
り
共
に
汗
を
か
く
ま
つ
り
に

し
よ
う
と
決
定
し
た
。
ま
た
、
記
念

事
業
と
し
て
ふ
る
さ
と
切
手
の
発
行
、

記
念
誌
の
発
行
、
雪
国
研
究
交
流
フ

ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
、
雪
ま
つ
り
記
念

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
建
設
基
金
の
創
設
、

高
橋
喜
平
氏
の
顕
彰
な
ど
を
行
う
」

と
報
告
。
そ
の
後
、
。
8
人
の
部
会
長

か
ら
実
施
計
画
書
の
説
明
が
行
わ
れ
、

予
算
も
合
わ
せ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
実
行
委
員
、
キ
リ
ン
ユ
ー
ハ
ー
ク

ル
な
ど
約
1
8
0
人
が
参
加
し
て
行

わ
れ
た
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
柳
助

役
か
ら
今
回
の
カ
ー
ニ
バ
ル
舞
台
の

名
称
「
絹
の
園
・
優
雅
の
舞
い
」
が

蝦舞
撚

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
キ
リ
ン

ユ
ー
ハ
ー
ク
ル
が
主
体
と
な
っ
て
今

回
初
め
て
行
わ
れ
た
「
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
」
で
は
、
ゲ
ス
ト
の
9
8
キ
リ
ン
生

ビ
ー
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ガ
ー
ル
・
中

村
み
ず
ほ
さ
ん
も
登
場
し
、
様
々
な

賞
品
が
競
り
落
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
売
上
金
7
7
、

8
0
0
円
は
、
今
回
の
雪
ま
つ
り
に

寄
付
さ
れ
ま
す
。

　　摂）御郵尉鋤．難鰯襲羅、彗．臨・

鞭籔鰍鱗羅…棚灘灘羅轟．
轍鎌灘灘1麗斎簗鰭杢1講慧

　　轟簑輪．．．，幽鎌柔二誹騰澱魏雛元鼎寵

　プレイベントでの「オークション」　　て放映されます。

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い

●
雪
の
街
角
（
ま
ち
か
ど
）
作
品
コ
ン
テ
ス
ト

　
規
模
や
人
数
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
気
軽
な
雪
像
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
吻
制
作
期
間
“
2
月
1
7
日
㈱
～
1
9
日
㈹
笏
制
作
場
所
H
十
日
町
駅

西
口
多
目
的
広
場
笏
内
容
H
個
人
・
グ
ル
ー
プ
（
2
～
3
人
程
度
）
を
問

い
ま
せ
ん
。
決
め
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
内
で
の
制
作
と
し
ま
す
。
企
画
書
（
書

類
）
審
査
に
よ
り
、
1
0
作
品
で
本
選
を
行
い
ま
す
。
傷
表
彰
”
表
彰
状
・

賞
金
を
授
与
笏
申
し
込
み
“
1
月
1
5
日
㈹
ま
で
に
事
務
局
へ
。

●
雪
の
芸
術
展
作
品

　
雪
ま
つ
り
の
原
点
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
雪
像
で
す
。
最
近
は
市
内
中

心
部
の
雪
像
が
減
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
節
目
の
50
回
。
［
休
み
し
て
い

る
町
内
・
団
体
の
方
、
久
々
に
ス
コ
ッ
プ
を
握
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

笏
内
容
“
①
芸
術
部
門
”
芸
術
作
品
と
し
て
、
芸
術
展
審
査
を
目
的
に
制

作
さ
れ
る
作
品
②
特
別
部
門
”
純
然
た
る
芸
術
作
品
と
し
て
の
鑑
賞
を
目

的
と
し
な
い
作
品
③
学
童
作
品
”
児
童
・
生
徒
に
よ
り
制
作
さ
れ
た
作
品

笏
申
し
込
み
目
1
月
1
5
日
㈹
ま
で
に
事
務
局
へ
。

●
ツ
マ
リ
ア
ン
ボ
ー
ル
選
手
権

　
十
日
町
で
し
か
で
き
な
い
雪
上
ス
ポ
ー
ツ
。
参
加
チ
ー
ム
を
大
募
集
し

て
い
ま
す
。
笏
期
目
0
2
月
21
日
㈲
笏
場
所
ロ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ひ
ろ
ば
笏

参
加
資
格
”
①
選
手
4
人
以
上
6
人
以
下
の
チ
ー
ム
②
男
子
・
女
子
の
部

あ
り
（
男
女
混
合
チ
ー
ム
で
も
可
、
た
だ
し
男
子
の
部
に
入
る
）
③
先
着

40

チ
ー
ム
ま
で
勿
参
加
費
H
ー
チ
ー
ム
2
千
円
（
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
含

む
）
笏
申
し
込
み
H
2
月
9
日
㈹
ま
で
に
事
務
局
へ
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

　
皆
さ
ん
の
温
か
い
心
で
、
市
民
手
づ
く
り
の
雪
ま
つ
り
を
P
R
し
て
く

だ
さ
い
笏
日
時
H
2
月
2
0
日
ω
午
後
1
時
～
7
時
・
21
日
㈲
午
前
9
時
3
0

分
～
午
後
3
時
笏
内
容
“
市
内
各
所
の
催
し
物
や
交
通
な
ど
の
案
内
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
事
前
勉
強
会
あ
り
笏
申
し
込
み
H
1
月
3
0
日
ω
ま
で

に
事
務
局
へ
。

　
　
　
　
ぜ
ひ
お
買
い
上
げ
く
だ
さ
い

●
雪
ま
つ
り
5
0
周
年
記
念
誌

　
雪
ま
つ
り
の
誕
生
か
ら
現
代
ま
で
を
明
快
な
構
成
と
秘
蔵
写
真
で
つ
づ

6



毎なたの可能性にチャレンジ

回ミス十目町雪まつり

コンテスト出場者募集

　　　　　　　　　　　　　　　自

　　　　　　　　　　　　　　　分

第1准ミス＋日町雪まつり年
　　局橋芙美恵さん間
　“ミス十日町雪まつり”になり、礼儀

作法では箸の持ち方から歩き方など、細

かなことまで教えていただき、私自身大

変ためになり、成長できた1年問でした。

　行く先々で皆様から良くしていただき、

毎回楽しく仕事をさせていただきました。

　1年間、親善大使として十日町市のお

役に立てたことを大変うれしく思ってい

ます。

っ
た
十
日
町
雪
ま
つ
り
の
大
百
科
で
す
。
ご
家
庭
に
1
冊
い
か
が
で
す
か
。

笏
発
売
日
討
皿
月
お
日
㈹
笏
価
格
”
2
千
5
百
円
（
消
費
税
込
み
）
笏
総

ペ
ー
ジ
”
1
6
0
ぺ
ー
ジ
、
カ
ラ
ー
（
一
部
モ
ノ
ク
ロ
）
纏
販
売
所
H
大

万
書
店
、
野
上
書
店
、
蕪
木
書
店
、
各
地
区
公
民
館
、
博
物
館
、
ク
ロ
ス

ー0、

雪
ま
つ
り
事
務
局
穆
問
い
合
わ
せ
“
雪
ま
つ
り
事
務
局

●
雪
上
力
ー
ニ
バ
ル
予
約
ゾ
ー
ン
券

　
歌
謡
シ
ョ
ー
、
き
も
の
シ
ョ
ー
、
雪
花
火
な
ど
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な
雪

上
カ
ー
ニ
バ
ル
を
、
前
面
の
予
約
ゾ
ー
ン
席
で
見
ま
せ
ん
か
。
笏
発
売
日

踊
1
月
4
日
㈲
～
笏
価
格
日
2
千
円
笏
販
売
所
“
雪
ま
つ
り
事
務
局

●
雪
ま
つ
り
記
念
缶
ビ
ー
ル

　
記
念
缶
ビ
ー
ル
で
雪
ま
つ
り
の
P
R
。
お
歳
暮
・
年
始
用
品
に
い
か
が

で
す
か
。
お
買
い
求
め
は
、
市
内
酒
販
売
店
で
。

　
ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り
は
、
十
日

町
の
魅
力
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

親
善
大
使
で
す
。
若
き
日
の
思
い
出

の
ー
ぺ
ー
ジ
に
、
自
分
の
可
能
性
へ

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
、
応
募
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

募
集
要
項

■
募
集
人
数
”
ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ

り
3
人

■
応
募
資
格
H
①
新
潟
県
内
在
住

で
、
満
1
8
歳
以
上
の
未
婚
の
女
性
（
た

だ
し
、
高
校
生
を
除
く
）
。
ま
た
は
、

県
外
在
住
で
も
十
日
町
市
・
川
西

町
・
津
南
町
・
中
里
村
・
松
代
町
・

松
之
山
町
に
帰
省
地
の
あ
る
人
は
応

募
で
き
ま
す
。
②
十
日
町
市
の
観
光

行
事
な
ど
に
参
加
で
き
る
女
性
（
主

な
観
光
行
事
は
十
日
町
き
も
の
ま
つ

り
、
横
浜
み
な
と
ま
つ
り
、
十
日
町

お
お
ま
つ
り
、
札
幌
雪
ま
つ
り
、
各

種
撮
影
会
、
そ
の
他
年
4
～
5
回
程

度
）
③
ほ
か
の
ミ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
に

出
場
し
た
女
性
も
応
募
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
入
賞
し
て
任
期
中
の
人
は

除
き
ま
す
。

■
応
募
方
法
1
1
応
募
用
紙
（
雪
ま
つ

り
事
務
局
、
ク
ロ
ス
ー
0
、
各
地
区
公

民
館
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
顔
と
全
身
の
カ
ラ
ー
写
真

（
3
か
月
以
内
に
撮
影
、
サ
イ
ズ
は

問
い
ま
せ
ん
。
写
真
の
裏
に
氏
名
を
、

記
載
。
ま
た
、
予
選
通
過
者
の
顔
写

真
は
当
日
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
し

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
）
を
各

1
枚
添
付
し
、
事
務
局
ま
で
郵
送
ま
．

た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
締
め
切
り
“
1
月
2
4
日
㈲
必
着

■
審
査
会
“
①
予
選
会
”
1
月
2
5
日

㈲
書
類
審
査
で
行
い
ま
す
（
本
選
会

へ
の
1
5
人
を
選
出
し
ま
す
）
。
②
本
選

会
”
2
月
2
1
日
㈲
午
後
1
時
～
、
ク

ロ
ス
ー
0
を
会
場
に
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
H
雪
ま
つ
り
事
務
局

へ
。

　　　鐙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　些

十日町の振り袖

●提供／十日町織物工業協同組合

國懸翻髄鐵畿、
ハワイ旅行4泊6日
●提供／共立観光㈱

　㈱滝沢印刷、十日町ソヂト開発㈱　　　●提供／㈱ジャパンクラフト

　　　　　　　　ミスヘの豪華賞品の数々

　ミス3人には、トロフィー、上記賞品ほかが贈られます。

　予選通過者にもスポンサーからの賞品があります。また、推薦者賞としてミ

ス雪まつり3人の推薦者にも、地場産品セットを贈呈します。
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　　「落ち着きのある和風」を基調に
平成7年以来、4年の歳月と総工費6億1千万円あまりをかけて進められてきた

駅通り商店街アーケードエ事がこのほど完了し、竣工式典が12月5日（土）に行われま

した。新しい駅通りは「落ち着きのある和風」を基調に、ゆったりとした色調の中

　　　　　　　　つくを回遊できる優しい空間が創りだされています。十日町市駅通り商店街振興組合（川

上浩三理事長）の73人の皆さんの一致協力した取り組みにより、晴れの竣工を迎え

た駅通り商店街の模様をお伝えします。

　
夏
を
彩
る
七
夕
ま
つ
り
な
ど
、
当

市
の
玄
関
口
と
し
て
数
々
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
駅
通
り
商
店
街
が

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　
装
い
新
た
な
ア
ー
ケ
ー
ド
の
総
延

長
は
7
0
6
m
。
平
成
7
年
の
検
討

開
始
以
来
、
8
年
の
基
本
設
計
、
9

年
の
北
側
工
事
と
今
年
の
南
側
工
事

を
経
て
、
無
事
竣
工
の
は
こ
び
と
な

り
ま
し
た
。
今
回
の
ア
ー
ケ
ー
ド
整

備
で
は
、
百
数
十
回
に
お
よ
ぶ
地
元

の
話
し
合
い
の
中
か
ら
「
落
ち
着
き

の
あ
る
和
風
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

が
み
い
だ
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
ら
し

さ
を
追
求
す
る
中
で
「
着
物
の
ま
ち
」

「
雁
木
」
と
い
っ
た
原
点
を
振
り
返

り
、
落
ち
着
き
あ
る
色
調
の
中
を
ゆ

っ
た
り
と
回
遊
で
き
る
空
間
演
出
が

随
所
に
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
側
面
を
赤
ワ
イ
ン
色
に
統
一
し
た

ア
ー
ケ
ー
ド
は
鉄
骨
耐
雪
型
の
構
造

で
す
。
歩
道
に
は
御
影
石
の
石
貼
り

が
ほ
ど
こ
さ
れ
、
木
製
ベ
ン
チ
ー
4
基
、

花
壇
4
6
基
、
針
葉
樹
（
コ
ウ
ヤ
マ
キ
）

42

本
な
ど
が
温
か
く
来
訪
者
を
迎
え

て
く
れ
ま
す
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
店

先
に
は
統
一
さ
れ
た
木
製
看
板
が
掲

藍
嚢
…

難

鰯 げ
ら
れ
る
な
ど
、
「
十
日
町
市
の
表
玄

関
」
を
自
負
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
ア

ー
ケ
ー
ド
整
備
が
完
了
し
ま
し
た
。

　
今
後
地
元
商
店
街
で
は
、
「
毎
月
何

か
が
お
き
る
駅
通
り
」
と
銘
う
っ
て
、

心
の
か
よ
う
商
店
街
づ
く
り
や
七
夕

ま
つ
り
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
イ
ベ

ン
ト
の
実
施
、
フ
ァ
ン
層
の
拡
大
に

努
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
コ
モ
通
り
、
本

町
3
・
4
丁
目
、
昭
和
町
通
り
と
と

も
に
、
雰
囲
気
を
一
新
し
た
駅
通
り

に
出
か
け
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　　　　　十目町の玄関ロは魅力満戴

　　　　　　　　大島善孝さん
　　　　　　（駅通り商店街振興組合専務理事）

　　　　　　　「落ち着きのある和風」というコ
　　　認　　　　　ンセプトのもとで、心温まる駅通り

　　　　　　商店街をつくりたい。今回のアーケ
　　響　　、、　　　　　一ド竣工は、単なる設備の改修のみ

　　　　　　ならず、市外からも増えつつある来
　　鐸養
　　　　　　訪者の皆さんを当市の玄関口として
いかに迎えるかという当商店街の方向性を再確認するため

のよい機会となりました。30～40代の理事が中心となり、

幾度となく関係者の方々と話し合いを重ねてきました。そ

の結果、実は節分や七夕、ひなまつりなど私たちの日常に

こそ豊かさがあり、季節ごとの行事を通じて商店街の魅力

をPRしようということになったのです。早くも、利用者

の方からは広めに設置した点字ブロックが歩きやすいと好

評をいただいています。駅通りを歩き、ベンチにたたずむ

だけで心が落ち着く、そんな商店街づくりを続けていきま

すので、市民多数のお越しを心よりお待ちしています。

心かよう駅通りをめざして

　　　川上浩三さん
　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　（駅通り商店街振興組合理事長）　　　　　　隙　　　購

今までのアーケードは、設置から　　　　驚繕＿

すでに27年が経過していました。設

備改修と町並み一新という機運が盛

り上がりをみせ、最終的に駅通りに

暮らす73人の全組合員から事業への

同意をいただくことができました。

それぞれの事情や消費不況という時代背景を抱えつつも、

皆さんから今回の構想に理解をいただけたことが力強い励

みになりました。立案から今日に至る間には、各方面の献

身的なお力添えがあったことを感謝いたします。生まれ変

わった駅通りでは引き続き七夕まつりや12月の「サンタに

お願い」という短冊の掲示など、季節ごとの生活にマッチ

したイベントを繰り広げていくことにしています。さらに

「落ち着きのある和風」というコンセプトに沿って、雪や

きものといったこの土地の魅力をP　Rしていきます。市民

の皆さん、ご期待ください。
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霧募集職種（人数）

①事務局管理者（1人）　②運転手兼用務員（3人）

③オペレーター（2人）　④常勤ホームヘルパー（1人）

霧受験資格

①高卒以上、平成11年4月1日現在において満57歳～満62

　歳で市内に在住できる人、福祉関係経験者を優先採用

②学歴不問、11年4月1日現在において満5ナ歳～満62歳の

　大型自動車免許所持者。運転経験者を優先採用

③高卒以上、介護福祉士資格保有者を優先採用

④学歴不問、ホームヘルパー3級以上の研修修了者

霧給料・手当・任用期間等

①215，000円、原則1年間任用・満64歳まで更新

　賞与二年2か月、手当：通勤手当

　（年間総支給額は300万円程度です）

②126，700円、原則1年間任用・満64歳まで更新

　賞与二年2か月、手当二通勤手当

③134，200円　手当二期末・勤勉・寒冷地・通勤手当

④134，200円、原則1年間任用・満60歳まで更新

　手当二期末・通勤手当

霧採用試験　2月中旬に書類審査と面接試験を実施

霧受験申込　1月4日（月）～1月29日㈹に申込書類を提出

　（申込書類は十日町市社会福祉協議会事務局にあります）

霧問合せ・申込先

十日町市社会福祉協議会事務局（〒948－8501千歳町3－3

　市役所内盈57－3111内線160・161）へ。

注）③の業務内容＝訪問入浴車の運転、ボイラー操作（資格

　不要）、入浴介助等

笏募集職種（人数）

①看護婦（±）（1人）　②寮母（父）（8人）

③事務員（1人）　　　④調理員（1人）

霧受験資格

昭和33年4月2日以降生まれの高校以上を卒業した人。普

通自動車免許所持者。看護婦（士）は有資格者。

霧労働条件等

週40時間勤務。寮母（父）は早出・遅番・夜間勤務あり。

看護婦（士）と調理員は早出・遅番勤務あり。

纏採用試験　1次試験（筆記試験・作文／2月14日（日）実施）

　　　　2次試験（面接試験／3月10日㈱実施）
霧受験申込

．2月3日㈱までに次の書類を提出してください。（郵送の場

合当日消印有効）◆採用試験申込書◆卒業証書の写しまた

は卒業証明書（または卒業見込書）◆最終学校の成績証明

書◆免許・資格を有する証明書の写し◆健康診断書◆返信

用封筒（住所氏名記入・80円切手を貼付けたもの）

※採用試験申込書は三好園にあります。

霧問合せ・申込先　特別養護老人ホーム三好園（〒949－8603

下条3丁目485番地1盈56－2106）へ。
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し
た
。
上
村
さ
ん
は
大
正
1
3
年
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
れ
の
74
歳
。
早
稲
田
大
学
を
卒

業
後
、
新
潟
市
立
関
屋
中
学
校
を
皮
切
り
に
、
昭
和
6
0
年
3
月

に
新
潟
市
立
二
葉
中
学
校
長
と
し
て
定
年
退
職
す
る
ま
で
の
3
3

年
間
、
学
校
教
育
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
大
学
卒
業
当
時
か
ら

抱
い
て
い
た
社
会
教
育
を
実
践
す
べ
く
、
教
員
時
代
に
も
県
教

育
庁
社
会
教
育
主
事
を
通
算
6
年
問
歴
任
。
61
年
か
ら
平
成
9

年
ま
で
の
通
算
1
0
年
間
を
県
公
民
館
事
務
局
長
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。
上
村
さ
ん
は
一
貫
し
て
生
涯
学
習
社
会
の
樹
立

に
向
け
て
、
公
民
館
職
員
の
資
質
向
上
に
指
導
的
役
割
を
果
た

す
な
ど
社
会
教
育
の
充
実
に
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

妻有大橋周辺の河川敷整備に着手

信濃川十日町環境整備工事安全祈願祭・水辺の楽校起

工式が12月11日働、現地で行われました。この工事は、

ミヤマシジミなどが生息する妻有大橋周辺を自然環境に

配慮しながら整備し、大人や子供たちから川の持つ魅力

や楽しさに触れてもらうとともに、ふるさとへの愛着を

持ってもらおうと行われるものです。

整備の内容は、現在工事を進めている緑道をこの河川

敷への導入路とし、多目　撫

的広場、ポケットパーク、

展示室・休憩室・トイレな

どを備えた複合施設、水

辺へのアクセス整備、自

然観察路、階段工、渡河

橋などです。

十
高
空
手
部
全
国

　
1
1
月
2
8
日
・
2
9
日
に
富
山
県
上
申

国
高
校
選
抜
空
手
道
大
会
北
信
越
▽

手
部
は
男
子
個
人
型
で
優
勝
、
男
ッ

た
し
ま
し
た
。
個
人
型
で
優
勝
し
た

ー
ナ
ン
」
と
い
う
難
度
の
高
い
技
↓

差
で
優
勝
は
逃
し
た
も
の
の
、
5

県
1
4
校
の
参
加
校
中
、
堂
々
た
る

成
績
を
収
め
ま
し
た
。
入
田
主
将

は
3
月
に
広
島
で
開
催
さ
れ
る
全

国
大
会
に
向
け
て
「
個
人
型
で
は

全
国
6
位
と
い
う
兄
が
残
し
た
成

績
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
団
体

型
で
は
練
習
に
練
習
を
重
ね
、
み

ん
な
で
勝
つ
喜
び
を
味
わ
い
た
い
」

と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

国
大
会
へ

山
市
町
で
行
わ
れ
た
第
1
2
回
全

闇
予
選
会
で
、
十
日
町
高
校
空

刀
子
団
体
型
で
3
位
入
賞
を
果

　
　
　
　
　
い
く
る

た
主
将
の
入
田
生
く
ん
は
「
ア

撚
を
披
露
。
男
子
団
体
型
は
僅
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　　　　「雪まつりは50回」

　記念すべき第50回十日町雪まつりの開

催まであとわずか。長い歴史の中で雪ま

つりの誕生や発展に携わった人々の思い

や、活躍中の人々の声をお聞きします。

佐野良吉さん
（稲荷町3東・73歳）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欝

　
十
日
町
雪
ま
つ
り
5
0
周
年
記
念
誌

「
雪
国
の
祭
典
」
は
、
1
3
人
の
編
集

委
員
と
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ

っ
て
、
4
9
年
間
の
歩
み
を
詳
し
く
記

録
に
留
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
雪
ま
つ
り
の
記
念
誌
は
、
過
去
に

3
冊
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
い
ず

れ
も
き
れ
い
な
写
真
で
雪
ま
つ
り
の

雰
囲
気
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
ね

ら
っ
た
「
見
る
記
念
誌
」
的
性
格
が

強
い
も
の
で
し
た
が
、
今
回
は
5
0
年

と
い
う
節
目
に
あ
た
る
こ
と
を
考
え

て
、
雪
ま
つ
り
が
歩
ん
だ
軌
跡
を
で

き
る
だ
け
詳
細
に
再
現
す
る
こ
と
に

努
め
ま
し
た
の
で
、
「
見
る
記
念
誌
」

　　　　　　声

　　　　離　　　　き
　　　嚢癒嬰まちの

　　　「雪国はいかがですか」

　1目14臼～15日に全国の教員を対象に

初の「雪国とおかまち体験’セミナー」を

開催します。遠くは九州・四国から参加

される小学校の先生万に、十日町の印象

や雪国の感想をお聞きします。

◆投稿される方へ　はがきや来庁などい

　ずれの万法でも構いません。なお紙上

　匿名は構いませんが、お名前、住所￥

　電話番号だけは明記してください。

◆送付先　1目111ヨ（月）までに企画人事課

　広報広聴係（〒948－8501十E］町市干歳

　町3－3　智57－3111内線213・214）
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周
年
記
念
誌
の
編
集
を
終
え
て

で
あ
る
と
同
時
に
「
読
む
記
念
誌
」

に
も
な
り
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
十
日
町
市
の
紹
介
や
雪

と
の
か
か
わ
り
か
ら
始
ま
っ
て
、
雪

ま
つ
り
を
「
雪
の
芸
術
展
」
「
雪
上
力

ー
ニ
バ
ル
」
「
お
ま
つ
り
広
場
」
「
市

民
参
加
と
交
流
」
の
4
点
か
ら
年
代

を
追
っ
て
成
長
、
発
展
の
道
筋
を
写

真
と
文
章
で
つ
づ
る
と
と
も
に
、
毎

年
の
積
雪
量
か
ら
雪
の
芸
術
作
品
名

や
イ
ベ
ン
ト
、
来
訪
者
リ
ス
ト
な
ど

の
資
料
編
を
加
え
た
の
は
、
5
0
回
以

降
の
雪
ま
つ
り
を
考
え
る
た
め
の
資

料
と
し
て
も
利
用
で
き
る
よ
う
配
慮

し
た
も
の
で
す
。

　
多
く
の
市
民
の
方
々
か
ら
、
今
後

の
雪
ま
つ
り
像
を
語
り
合
う
と
き
の

参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。　

雪
ま
つ
り
の
歩
み
を
子
細
に
検
証

し
て
み
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。

　
そ
の
一
つ
は
、
昭
和
2
5
年
に
最
初

の
雪
ま
つ
り
を
始
め
た
の
は
行
政
で

は
な
く
、
十
日
町
文
化
協
会
（
高
橋

喜
平
会
長
）
と
い
う
民
間
団
体
で
し

た
。
住
民
の
自
発
的
な
盛
り
上
が
り

か
ら
始
ま
っ
た
の
が
、
十
日
町
雪
ま

つ
り
で
す
。

　
私
も
当
時
の
協
会
員
の
一
人
と
し

て
草
創
期
を
振
り
返
り
、
今
で
も
心

に
残
る
の
は
、
雪
ま
つ
り
創
始
者
の

一
人
で
あ
る
十
日
町
新
聞
社
の
故
山

内
正
豊
氏
が
、
雪
ま
つ
り
を
盛
り
上

げ
る
た
め
に
「
カ
ネ
を
持
っ
て
い
る

人
は
カ
ネ
を
、
知
恵
の
あ
る
人
は
知

恵
を
、
力
が
あ
る
人
は
汗
を
流
そ
う
」

と
呼
び
か
け
た
こ
と
で
す
。

　
こ
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
、
み
ん

な
が
汗
を
流
し
た
か
ら
こ
そ
5
0
回
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
。

こ
こ
に
雪
ま
つ
り
の
原
点
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

⑳　　いちぱんいいて

東京都台東区入谷2－36－10（市内伊達出身・63歳）広田京二さん

　
「
東
京
ん
し
ょ
、
　
　
　
　
　
　
故
郷
を
離

れ
て
4
5
年
、
年
に
2
回
は
十
日
町
に
帰
り
ま
す
。

そ
の
時
に
聞
く
こ
の
言
葉
、
や
は
り
心
が
な
ご

み
ま
す
ね
。
東
京
に
出
た
ば
か
り
の
こ
ろ
は
、

十
日
町
が
恋
し
く
、
ま
た
勤
め
て
い
る
店
が
上

野
駅
近
く
だ
っ
た
の
で
、
用
も
な
い
の
に
駅
に

行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
故
郷
の
思
い
出
は
数
え
き
れ
ま
せ
ん
。
母
に

連
れ
ら
れ
祭
り
に
行
っ
た
り
、
冬
に
は
「
ち
ん

こ
ろ
」
を
買
っ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
喜
ん
だ
も

の
で
す
。
あ
の
こ
ろ
は
何
も
な
か
っ
た
の
で
、

そ
ん
な
こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
「
雪
降
る
の
ー
。
雪
降
る
の
ー
」
。
こ
れ
は
娘

が
幼
い
こ
ろ
最
初
に
覚
え
た
十
日
町
弁
。
娘
も

毎
年
ス
キ
ー
に
行
っ
た
り
、
息
子
一
家
も
キ
ャ

ン
プ
で
楽
し
ん
だ
り
と
、
十
日
町
の
自
然
を
満

喫
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
孫
た
ち
も
田
舎
を
気

に
入
っ
て
い
て
、
代
々
私
の
故
郷
十
日
町
の
良

さ
が
受
け
継
が
れ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
家
内
と
も
年
に
1
度
帰
っ
て
い
ま
す

が
、
も
う
少
し
年
を
と
っ
た
ら
2
人
で
新
潟
へ

の
旅
を
し
て
、
違
っ
た
視
点
か
ら
見
つ
め
直
し

て
み
る
の
も
い
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
息
子
と
と
も
に
大
東
区
の
入
谷
で
電
気

工
事
会
社
を
経
営
し
て
い
ま
す
。
東
京
水
沢
会

に
は
年
2
回
出
席
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
樋
口

東
京
事
務
所
長
か
ら
の
連
絡
で
、
1
0
月
1
7
日
に

は
東
京
十
日
町
会
の
総
会
に
水
沢
会
の
代
表
と

し
て
招
待
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
盛
大

で
、
田
舎
に
帰
っ
た
よ
う
な
気
持
ち
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
東
京
十
日
町
会
、
十
日
町
市
の
発

展
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

　
嚢

棚
灘
㎜
難

　
　
　
よ
く
来
た
の
」
。

70



馬場美由紀さん
（本町1下・26歳）

　
雪
ま
つ
り
の
部
会
の
仲
間
に
入
れ

て
も
ら
っ
て
か
ら
、
早
い
も
の
で
来

年
6
年
目
に
な
り
ま
す
。
十
日
町
に

住
ん
で
い
な
が
ら
十
日
町
の
こ
と
を

見
て
い
な
か
っ
た
私
を
、
こ
の
部
会

に
引
っ
張
り
込
ん
で
く
れ
た
の
が
、

私
の
こ
と
を
娘
の
よ
う
だ
と
言
っ
て

く
れ
る
高
橋
幸
子
さ
ん
で
し
た
。
母

と
同
級
生
の
さ
ち
さ
ん
は
、
も
う
一

人
の
母
の
よ
う
で
す
。
さ
ち
さ
ん
の

「
た
っ
し
ょ
も
ん
に
し
て
や
る
」
の

言
葉
を
胸
に
、
さ
ら
に
も
っ
と
立
派

な
た
っ
し
ょ
も
ん
に
な
る
よ
う
、
雪

雪
花
組
が
カ
ー
ニ
バ
ル
会
場
に
も
出
演

　
　
　
　
　
　
　
ま
ゆ

ま
つ
り
の
部
会
や
繭
の
会
を
通
し
て

勉
強
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
雪
ま
つ
り
で
は
、
金
曜
日
の
夜
（
来

年
は
2
月
1
9
日
）
十
日
町
高
校
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
し
て
い
る
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
中
の
「
き

も
の
シ
ョ
ー
」
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
野
外
、
雪
上
で
の
シ
ョ
ー

で
す
か
ら
天
気
の
こ
と
な
ど
大
変
な

面
も
あ
り
ま
す
が
、
雪
花
組
の
美
し

い
モ
デ
ル
さ
ん
と
、
か
わ
い
い
子
供

た
ち
で
、
き
も
の
の
す
て
き
な
と
こ

ろ
を
た
っ
ぷ
り
見
て
も
ら
え
る
よ
う

が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ

足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

は
、
文
字
通
り
雪
ま
つ
り
の
最
初
を

飾
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
皆
さ
ん
に
は
、

こ
の
5
0
回
の
記
念
の
雪
ま
つ
り
を
一

番
最
初
か
ら
見
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
回
は
繭
の

会
、
雪
花
組
の
今
ま
で
の
活
動
の
成

果
が
認
め
ら
れ
、
2
0
日
土
曜
日
に
行

わ
れ
る
山
の
上
の
カ
ー
ニ
バ
ル
会
場

で
も
「
き
も
の
シ
ョ
ー
」
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
5
0
回
の
記
念
の

年
を
華
々
し
く
飾
れ
る
よ
う
繭
の
会
、

雪
花
組
と
も
に
こ
ち
ら
も
が
ん
ば
り

ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
苦
労
は
あ
る
の
で
す
が
、
お
ま
つ

り
の
企
画
・
実
行
を
す
る
会
と
い
う

だ
け
あ
っ
て
、
最
後
に
は
楽
し
く
「
あ

あ
参
加
し
て
よ
か
っ
た
」
と
感
じ
て

終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
人
に
出
会
え
、
い
ろ
い
ろ
な
話

を
聞
け
た
り
、
自
分
の
新
し
い
ポ
ジ

シ
ョ
ン
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た

り
と
、
と
て
も
張
り
合
い
が
あ
り
ま

す
。
皆
さ
ん
も
大
い
に
雪
ま
つ
り
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

煮
脊矛グ企

ヴー

4⑮

盲校卒業後2年間、東京にある栄養士の専
同門学校で学びました。この春からトック

スに勤務して、市内をはじめ近隣町村の皆さ

んにお届けするお弁当の献立づくりをしてい

ます。顔見知りの方から「おいしかったよ」

とかけていただいた一言がとても励みになっ

ています。これからも仕事を通じて多くの皆

さんにバランスのとれた、おいしい食事をお

届けしたいと思っています。

東　　京では、和光市のアパートから池袋まで

　毎日通学していました。大都会は勉学や

遊びにはいい場所ですが、生涯住む所ではな

いという思いから十日町に帰ってきました。

しかし、帰省して残念に思うのが故郷に住む

同級生の少なさです。私たちの世代が働ける

職場がもっと多ければいいのにと思います。

並段は仕事が朝早いため、休日は親友とゆ
目っくり温泉咄かけます。疲れを適度に

いやしつつ｛当面の目標である管理栄養士と

調理師の免許取得にも挑戦する予定です。

※素敵な笑顔の中にしっかりとした芯をもつ瀧澤さん

　の紹介で、次回は阿部秀吉さんにバトンタッチ。

　　タゆ　　ガ　びヨじら

o
，
． ！◎！ト　麟爾一〆
、》9娩

十
日
町
市
・
東
京
事
務
所

つ06

東
京
都
中
央
区
銀
座
4
の
1
0
の
1
2

　酔
銀
座
サ
マ
リ
ヤ
ビ
ル
5
階

引
盈
0
3
，
3
5
4
6
，
7
2
3
0
（
F
A
X
兼
）

妻
有
郷
観
光
大
使
懇
談
会
を

　
　
　
束
京
事
務
所
で
開
催

　
銀
座
は
1
2
月
に
入
っ
て
一
斉
に

ク
リ
ス
マ
ス
の
装
い
に
包
ま
れ
、

い
よ
い
よ
年
の
瀬
が
近
付
い
て
き

た
こ
ど
を
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

そ
の
中
で
も
4
丁
目
交
差
点
の
某

デ
パ
ー
ト
の
か
わ
い
い
サ
ン
タ
た

ち
の
飾
り
は
評
判
の
よ
う
で
す
。

　
さ
て
、
1
2
月
4
日
樹
に
当
事
務

所
で
は
妻
有
郷
観
光
大
使
懇
談
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
妻
有
郷

観
光
大
使
と
は
、
昨
年
末
、
妻
有

郷
の
観
光
を
大
い
に
P
R
し
て
い

た
だ
こ
う
と
、
旅
行
雑
誌
社
の
編

集
長
ク
ラ
ス
の
方
々
1
0
人
に
お
願

い
し
て
あ
る
も
の
で
す
。
妻
有
郷

の
地
元
で
も
周
辺
町
村
の
雪
ま
つ

り
な
ど
に
合
わ
せ
て
ご
招
待
し
て
、

妻
有
の
“
よ
さ
”
を
十
分
に
ご
理

解
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
事
務
所
で
は
、
大
使
の
方
々
に

さ
ら
な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ
く
た

め
に
、
今
春
、
松
之
山
町
東
京
事

務
所
と
共
同
で
各
社
を
訪
問
し
て

ま
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
成
果
の
一

部
の
あ
ら
わ
れ
か
「
旅
の
手
帖
」

（
1
2
月
号
、
弘
済
出
版
社
）
に
“
妻

有
郷
を
め
ぐ
る
”
と
題
し
て
当
地

域
が
8
ぺ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
御
礼
と
当
事
務
所
の

紹
介
を
兼
ね
て
懇
談
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
席
上
、
大
使
の
方
々
は
、

「
妻
有
は
観
光
地
と
し
て
大
変
良

い
素
材
が
あ
る
。
首
都
圏
に
不
断

の
息
の
長
い
P
R
を
続
け
る
こ
と

が
肝
要
で
す
。
し
か
も
、
市
町
村

単
独
の
点
と
し
て
で
は
な
く
、
妻

有
郷
全
市
町
村
が
一
体
と
な
っ
て

”
面
”
と
し
て
訴
え
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
」
と
繰
り
返
し

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
街
づ

く
り
と
あ
い
ま
っ
て
、
交
流
人
口

の
増
加
に
希
望
を
膨
ら
ま
せ
た
一

日
で
し
た
。

銀座4丁目のサンタたち
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相談コーナー

①定例行政相談　　　　1月8日樹
②交通事故相談　　　　1月11日（月）

③巡回職業援助相談　　1月8日働

　午前10時～午後3時

　会場：市民相談室

④高年齢者職業相談

　毎週月曜日～金曜日

　午前9時～午後4時
　会場：高年齢者職業相談室

政
故
業
時
市
者
曜
時
高
談
日
日
時
市
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相

例
通
回
前
場
年
週
前
場
律
月
月
後
場
話

定
交
巡
午
会
高
毎
午
会
法

①
②
③
　
　
　
④
　
　
　
　
⑤
1月14日休）小林彰弁護士

1月28日㈲　高野毅弁護士

午後1時30分～午後4時
会場：市役所市民相談室

電話で市民生活課へ要予約。

霧リホ，り一じス
雷十日町市観光構報

　　　　　　　57顧0500
圃くらしのダイヤル

　　　025－285－7000
》4～1漁1住宅ローンの賢い返済

　　　　　方法

螺難～甥18自己破産は簸後の手段

1燕8～瑠25消費生活相談事例

　　　　　～多重債務者の

　　　　　　　　　トラブル～

螺25～2撫　鉾護圭を頼灘たい時

各
種
手
当
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

◆
児
童
手
当

　
3
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
、
前
年
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
人
に
対
し
、
申
請

し
た
翌
月
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
受
給
資

格
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
人
は
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。
笏
手
当
月
額
”
第
1
子
”
5
千

円
、
第
2
子
H
5
千
円
、
第
3
子
以
降
（
1

人
に
つ
き
）
H
1
万
円
笏
間
合
せ
H
市
民

生
活
課
国
民
年
金
係
へ
（
公
務
員
は
各
所

属
庁
へ
）
。

◆
児
童
扶
養
手
当

　
父
と
生
計
を
共
に
し
て
い
な
い
児
童
に

対
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
手
当
は
、
1
8
歳

に
達
す
る
日
以
降
の
最
初
の
3
月
31
日
ま

で
、
児
童
を
養
育
・
監
護
す
る
母
、
ま
た

は
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
支
給
要
件
に
該
当
し
て
か
ら
5
年

が
経
過
す
る
と
、
認
定
請
求
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
笏

対
象
児
童
1
1
①
父
母
が
離
婚
し
た
児
童
②

父
が
遺
棄
ま
た
は
死
亡
し
た
児
童
③
父
が

重
度
の
障
害
者
で
あ
る
児
童
④
未
婚
の
母

の
児
童
（
父
か
ら
認
知
さ
れ
た
児
童
を
除

く
）
⑤
父
が
生
死
不
明
の
児
童
⑥
父
が
拘

禁
中
の
児
童
等
。
た
だ
し
、
右
記
に
該
当

し
て
も
、
そ
の
児
童
の
母
親
が
事
実
婚
を

し
て
い
る
場
合
は
受
給
で
き
ま
せ
ん
。
笏

支
給
制
限
H
母
、
養
育
者
等
の
所
得
に
よ

り
支
給
制
限
が
あ
り
ま
す
。
笏
手
当
月
額

H
1
人
目
”
全
部
支
給
4
2
、
1
3
0

円
・
一
部
支
給
2
8
、
1
9
0
円
、
2
人

目
”
全
部
支
給
4
7
、
1
3
0
円
・
一
部

支
給
3
3
、
1
9
0
円
※
3
人
目
か
ら
は
、

1
人
増
す
ご
と
に
3
千
円
を
加
算
笏
問
合

せ
H
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係
へ
。

◆
障
害
児
福
祉
手
当

　
2
0
歳
未
満
の
心
身
に
重
度
の
障
害
が
あ

り
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護
を
必

要
と
す
る
在
宅
障
害
児
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

笏
手
当
月
額
H
1
4
、
5
2
0
円
勿
間
合

せ
H
健
康
福
祉
課
障
害
援
護
係
へ
。

◆
特
別
障
害
者
手
当

　
2
0
歳
以
上
の
心
身
に
最
重
度
の
障
害
を

2
つ
以
上
持
つ
在
宅
障
害
者
に
支
給
さ
れ

ま
す
。
籔
手
当
月
額
”
2
6
、
7
0
0
円
修

問
合
せ
H
健
康
福
祉
課
障
害
援
護
係
へ
。

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
2
0
歳
未
満
で
心
身
に
重
度
ま
た
は
中
度

の
障
害
を
持
つ
児
童
を
在
宅
で
監
護
し
て

い
る
親
、
ま
た
は
養
育
者
に
支
給
さ
れ
ま

す
。
笏
手
当
月
額
”
1
級
”
5
1
、
2
5

0
円
、
2
級
”
3
4
、
1
3
0
円
勿
間
合

せ
H
健
康
福
祉
課
障
害
援
護
係
へ
。

◆
重
度
心
身
障
害
児
・
者
介
護
手
当

　
6
5
歳
未
満
の
重
度
心
身
障
害
児
・
者
を

家
庭
で
介
護
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま

す
。
笏
手
当
月
額
”
5
千
円
笏
問
合
せ
H

健
康
福
祉
課
障
害
援
護
係
へ
。

◆
ね
た
き
り
老
人
等
介
護
手
当

　
6
か
月
以
上
ね
た
き
り
の
人
や
痴
呆
の

人
を
家
庭
で
介
護
し
て
い
る
人
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
入
院
や
施
設
入
所
の

　　　　　　　　　講
　　　　　　　　羅　　　　　　灘懇　　　難

鱗

コ
ー
コ
ー

ほ
く
ほ
く
線
⑪

1
月
の

ほ
く
ほ
く
線
沿
線
情
報

〈
上
石
杯
争
奪
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会
〉
▼
1
月
31
日
㈲
▼
松

代
町
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
▼
ま
つ
だ
い
駅
か
ら
徒
歩
5
分
▼
県
内
の
小
中
高

校
生
を
対
象
に
、
3
～
1
0
㎞
に
挑
戦
し
ま
す
。
▼
松
代
町
教
育
委
員
会
（
智

0
2
5
5
9
1
7
1
2
3
0
1
）
へ
。

〈
ム
コ
投
げ
・
ス
ミ
塗
り
ま
つ
り
〉
▼
1
月
1
5
日
樹
▼
松
之
山
温
泉
薬
師

堂
▼
ま
つ
だ
い
駅
か
ら
松
之
山
温
泉
行
バ
ス
乗
車
2
5
分
▼
越
後
の
奇
祭
”

ム
コ
投
げ
午
後
2
時
3
0
分
～
、
ス
ミ
塗
り
午
後
3
時
～

〈
歩
く
ス
キ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〉
▼
2
月
1
1
日
㈲
（
受
け
付
け
は
1
月

20

日
ま
で
）
▼
五
日
町
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
▼
距
離
は
3
0
㎞
・
1
5

㎞
・
1
0
㎞
・
5
㎞
・
2
㎞
▼
一
般
2
千
円
、
中
高
生
千
円
、
小
学
生
7
百

円
、
幼
児
5
百
円
▼
六
日
町
役
場
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係
（
智
0
2
5
7
1
7
3

1
6
6
3
0
）
へ
。

〈
ほ
く
ほ
く
線
沿
線
情
報
誌
「
ほ
っ
く
ほ
く
」
第
5
号
y

　
ほ
く
ほ
く
線
沿
線
の

冬
の
イ
ベ
ン
ト
を
満
載

し
た
『
ほ
っ
く
ほ
く
』

第
5
号
が
で
き
あ
が
り

ま
し
た
。
市
役
所
・
公

民
館
・
ほ
く
ほ
く
線
の

駅
や
観
光
施
設
に
置
い

て
あ
り
ま
す
。
無
料
配

布
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

、
講
．
灘
叢
麟
難

ふるさ
漢宥編③

鞭鯛甥アの、

1シリーズ、

ほつ司

72



期
問
を
除
く
。
笏
手
当
月
額
H
5
千
円
笏

問
合
せ
H
健
康
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
へ
。

か
け
ま
せ
ん
か

1
月
の
「
な
か
よ
し
ラ
ン
ド
」

影
日
時
ロ
ー
月
1
2
日
・
1
9
日
・
2
6
日
の
各

火
曜
日
（
5
日
は
お
休
み
）
笏
場
所
H
サ

ン
ク
ロ
ス
十
日
町
霧
間
合
せ
H
公
民
館
本

館
（
盈
5
7
1
5
0
1
1
）
へ
。

お
も
ち
ゃ
図
書
館

　
子
育
て
に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

霧
日
時
H
1
月
21
日
㈲
午
前
9
時
3
0
分
～

11
時
3
0
分
霧
場
所
H
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

霧
問
合
せ
H
健
康
福
祉
課
児
童
家
庭
係

へ
。
※
お
も
ち
ゃ
の
修
理
や
、
子
供
た
ち

と
遊
ん
で
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

◆
十
日
町
市
消
防
団
合
同
出
初
式

笏
日
時
”
1
月
1
0
日
㈲
午
前
1
0
時
～
の
場

所
”
市
民
体
育
館
笏
参
加
者
”
全
分
団
の

班
長
以
上
笏
問
合
せ
”
十
日
町
地
域
広
域

事
務
組
合
（
智
57
i
O
1
1
9
）
へ
。

◆
1
月
1
0
日
は
「
一
一
〇
番
の
日
」

　
事
件
事
故
に
遭
っ
た
時
や
見
聞
き
し
た

時
は
す
ぐ
に
二
〇
番
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
困
り
ご
と
や
相
談
ご
と
は
「
相
談
ご

と
ゆ
っ
く
り
相
談
」
（
智
＃
9
1
1
0
番

（
プ
ッ
シ
ュ
回
線
）
土
・
日
・
祝
日
を
除

く
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
5
時
1
5
分
）
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
住
宅
金
融
公
庫
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
リ
ス
ト
一
フ
・
転
職
・
退
職
等
で
、
公
庫

の
住
宅
ロ
ー
ン
返
済
が
困
難
に
な
っ
て
い

る
人
に
、
支
払
期
限
1
0
年
間
の
延
長
、
3

年
間
の
据
え
置
き
で
利
息
だ
け
の
返
済
方

法
を
と
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
霧
問
合

せ
”
住
宅
金
融
公
庫
北
関
東
支
店
（
暦
0

2
7
－
2
3
2
－
6
6
5
7
）
へ
。

◆
お
米
は
安
心
し
て
お
選
び
く
だ
さ
い

　
「
新
食
糧
法
」
に
基
づ
く
精
米
表
示
制

度
の
改
善
に
よ
り
、
使
用
し
て
い
る
玄
米

の
ブ
レ
ン
ド
率
等
の
情
報
が
よ
り
詳
し
く

表
示
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

使
用
割
合
や
産
地
・
年
産
・
品
種
を
第
3

者
機
関
が
確
認
し
、
合
格
し
た
袋
等
に
は

「
認
証
マ
ー
ク
」
も
し
く
は
「
確
認
マ
ー

ク
」
が
付
い
て
い
ま
す
。
纏
問
合
せ
”
新

潟
食
糧
事
務
所
十
日
町
支
所
（
智
5

7
1
6

5
2
1
）
へ
．

業として青年学級

庭に記念碑を建立

　
◆
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
生
徒
追
加
募
集

　
　
H
年
4
月
入
学
生
を
各
科
若
干
名
募
集

　
し
ま
す
。
籔
募
集
科
（
学
習
期
間
）
“
①

　
電
気
施
設
科
（
1
年
）
②
建
築
科
（
2
年
）

　
③
左
官
科
（
2
年
）
笏
応
募
資
格
”
①
高

　
校
以
上
を
卒
業
し
た
、
お
お
む
ね
30
歳
以

　
下
の
人
②
③
中
学
以
上
を
卒
業
し
た
、
お

　
お
む
ね
3
0
歳
以
下
の
人
（
い
ず
れ
も
来
春

　
の
卒
業
見
込
者
含
む
）
籔
申
込
・
問
合
せ

万
し
青
の
　
年
員
　
録

　
曽
の
ん
　
青
委
長

　
　
　
　
　
さ

　
て
余
皆
す
ん

「
介
護
保
険
」

⑳
③

i
財
源
と
保
険
料
・
一
割
負
担
ー

　
前
回
お
示
し
し
た
、
申
請
か
ら

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
ま
で
の
流
れ

を
支
え
る
財
源
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。

　
介
護
保
険
で
は
、
公
費
と
し
て

国
・
県
・
市
町
村
が
そ
の
半
分
を

負
担
し
、
あ
と
の
半
分
を
保
険
料

と
し
て
徴
収
し
ま
す
。

　
公
費
負
担
の
具
体
的
内
訳
は
、

国
が
2
5
％
、
県
と
市
町
村
が
そ
れ

ぞ
れ
1
2
・
5
％
ず
つ
で
す
。

　
一
方
、
保
険
料
を
負
担
す
る
の

は
4
0
歳
以
上
の
人
全
員
で
す
。

　
介
護
保
険
で
は
、
給
付
と
負
担

の
両
面
か
ら
、
被
保
険
者
を
第
1

号
被
保
険
者
と
第
2
号
被
保
険
者

と
に
分
け
て
い
ま
す
。

　
第
1
号
被
保
険
者
は
、
年
齢
が

65

歳
以
上
の
人
で
、
保
険
料
の
支

払
い
方
法
は
、
年
金
額
が
一
定
以

上
の
場
合
に
は
年
金
か
ら
の
天
引

き
と
な
り
、
一
定
額
以
下
の
人
や

無
年
金
者
は
普
通
徴
収
に
な
り
ま

す
。

　
第
2
号
被
保
険
者
は
、
年
齢
が

40

歳
以
上
6
5
歳
未
満
の
人
で
、
保

険
料
の
支
払
い
方
法
は
、
加
入
し

て
い
る
医
療
保
険
と
一
緒
に
天
引

き
さ
れ
ま
す
。

　
保
険
料
は
所
得
段
階
別
に
決
ま

り
ま
す
。
今
示
さ
れ
て
い
る
の
は

5
段
階
区
分
で
あ
り
、
基
準
額
か

ら
み
て
、
0
・
5
倍
か
ら
ー
・
5

倍
ま
で
の
範
囲
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
保
険
料
は
、
被
保
険

者
か
ら
保
険
料
を
負
担
し
て
も
ら

い
、
そ
れ
が
財
源
と
な
る
こ
と
か

ら
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
介
護
報
酬

（
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
側
の
対
価
）

の
中
身
が
定
ま
ら
な
い
と
算
定
で

き
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
負
担

し
て
も
ら
う
額
は
、
目
安
が
つ
き

し
だ
い
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
実
際
に
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
と
、
保
険
料
以
外
に
、
サ
ー

ビ
ス
に
か
か
っ
た
経
費
の
う
ち
の

1
割
を
自
己
負
担
し
て
も
ら
い
ま

す
。　

要
す
る
に
、
負
担
割
合
の
面
で

違
い
は
あ
っ
て
も
、
お
医
者
さ
ん

に
か
か
っ
た
場
合
と
同
じ
要
領
と

い
え
ま
す
。

　
次
回
は
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
お

話
し
し
ま
す
。
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H
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
（
費
0
2

5
7
9
i
4
1
2
4
1
0
）
へ
。

◆
放
送
大
学
生
募
集
中

　
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
を
利
用
し
て
授
業
を

行
う
放
送
大
学
で
は
、
約
3
百
も
の
充
実

し
た
授
業
科
目
を
そ
ろ
え
て
n
年
4
月
入

学
生
を
募
集
中
で
す
。
の
入
学
資
格
”
1
8

歳
以
上
で
あ
れ
ば
だ
れ
で
も
可
笏
履
習
コ

ー
ス
目
①
全
科
履
習
（
卒
業
を
目
指
す
）

②
選
科
履
習
（
1
年
間
在
学
）
③
科
目
履

習
（
半
年
間
在
学
）
笏
申
込
締
切
”
2
月

15

日
㈲
ま
で
笏
問
合
せ
・
資
料
請
求
11
放

送
大
学
新
潟
学
習
セ
ン
タ
ー
（
〒
9
5
1

1
8
1
2
2
新
潟
市
旭
町
通
2
1
7
4
6

暦
0
2
5
1
2
2
8
1
2
6
5
1
）
へ
。

灘ス　
　
　
ポ
ー
ツ
・

　
　
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

〈
市
民
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
〉

笏
日
時
H
2
月
7
日
㈲
午
前
8
時
受
付
開

始
籔
参
加
費
H
一
人
5
百
円
（
リ
レ
ー
は

一
チ
ー
ム
千
円
）
纏
種
目
・
会
場
H
▼
ア

ル
ペ
ン
（
大
回
転
）
①
小
学
3
年
以
下
男

女
②
小
学
4
年
男
女
③
小
学
5
年
男
女
④

小
学
6
年
男
女
⑤
中
学
男
女
⑥
高
校
男
女

⑦
3
0
歳
未
満
男
女
⑧
3
0
歳
以
上
男
女
…
下

条
中
峰
ス
キ
ー
場
▼
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

①
小
学
3
年
男
女
（
3
㎞
）
②
小
学
4
年

男
女
（
3
㎞
）
③
小
学
5
年
男
子
（
5
㎞
）

女
子
（
3
㎞
）
④
小
学
6
年
男
子
（
5
㎞
）

女
子
（
3
㎞
）
⑤
中
学
男
子
（
1
0
㎞
）
⑥

中
学
女
子
（
5
㎞
）
⑦
小
学
男
子
リ
レ
ー

（
3
㎞
×
4
人
）
⑧
小
学
女
子
リ
レ
ー
（
3

㎞
×
3
人
）
⑨
中
学
男
子
リ
レ
ー
（
5
㎞
×

4
人
）
⑩
中
学
女
子
リ
レ
ー
（
3
㎞
×
3

人
）
…
吉
田
X
C
コ
ー
ス
笏
申
込
み
日
1

月
1
3
日
㈱
正
午
ま
で
に
所
定
の
申
込
用
紙

を
記
入
し
総
合
体
育
館
（
費
5

2
1
4
3
7

7
　
F
A
X
52
1
4
3
7
5
）
へ
。

〈
水
泳
教
室
新
年
初
泳
ぎ
無
料
開
放
〉

笏
日
時
1
1
1
月
3
日
側
正
午
～
午
後
4
時

笏
場
所
”
十
日
町
体
力
つ
く
り
ス
イ
ミ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
纏
申
込
み
”
十
日
町
体
力
つ

く
り
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
（
智
5

8
1
3

3
4
3
）
へ
．

〈
第
9
回
限
界
に
挑
戦
〉

笏
日
時
”
1
月
1
5
日
㈹
午
前
9
時
～
縁
場

所
一
十
日
町
体
力
つ
く
り
ス
イ
ミ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
笏
参
加
費
目
会
員
5
百
円
、
一
般

8
百
円
笏
間
合
せ
・
申
込
み
”
十
日
町
体

力
つ
く
り
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
ヘ
。

●
夕
回
ス
籾
の
集
業
華
始
業
務

聯
休
館
臼
欝
建
飼
欝
臼
㈱
～
1
穏
1
圏

総
莚
お
箆
月
圏
臼
㈱
は
歪
築
惣
閉
館
じ

ま
輩
。
鐵
営
業
臼
擁
玉
月
2
臼
爾
皿
3
臼

㈲
は
雫
前
9
時
～
午
後
5
時
ま
無
物
産

ホ
ー
痩
・
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
の
み
営
業
。

食
望
は
両
臼
と
も
午
前
猛
騰
～
繋
後
2

時
ま
で
営
業
※
1
月
4
日
㈲
か
ら
は
通

常
業
務
と
な
”
ま
す
。

　冬道を安全に走行しましょう

　冬は、雪や寒さによって、道路環境を全

く違ったものに変えてしまいます。圧雪路

や凍結路は、乾燥路に比べて4～8倍滑り

やすくなります。冬道の特殊性を正しく理

解し、安全な走行につとめましょう。

　歩行者の方も冬道の特殊性を良く理解し

て、絶対無理な行動はやめましょう。

　　路上駐車をやめましょう

除雪作業の支障になり、交通事故の原因

にもなります。

　　安全は目くばり

　　　　気くばり　思いやり！
交通事故のない、明るい新年を迎えまし

ょう。

（
傷
　
ー

亀，噺　
！

’

飲
ん
だ
ら
乗
る
な

　
乗
る
な
ら
飲
あ
な

市内の11月中の交通事故発生状況（）累計

年 発生件数 負傷者数 死者数 物件事故数

10年 26（228） 28（257） 0（4） 49（516）

9年 19（203） 19（237） 1（4） 50（483）

　　　　　　　　　s
　　　　　　　t
　　　　　配　　璽

ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
到
来

シ
ー
八
イ
ル
／
（
ス
キ
人
ン
ザ
イ
）

　
　
　
　
み
ん
な
で
滑
ろ
う

　
　
　
十
目
町
市
ス
キ
ー
協
会

〈
ア
ル
ペ
ン
部
〉

　
雪
国
な
の
に
、
意
外
と
ス
キ
ー
に
の

る
機
会
は
少
な
い
も
の
で
す
。
せ
っ
か

く
の
銀
世
界
、
家
に
閉
じ
込
も
ら
ず
に

積
極
的
に
外
に
出
ま
し
ょ
う
。
ア
ル
ペ

ン
部
で
は
ス
キ
ー
講
習
m
当
間
を
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
粉
雪
の
ゲ

レ
ン
デ
で
基
礎
ス
キ
ー
を
習
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

▼
基
礎
ス
キ
ー
講
習
m
当
問

開催地 当間スキー場

開催圏
1月15日㈹・1月23日（土）
3月6日（土）

受付場駈 パトロールセンター脇

受付時間

当日午前8時～9時
ただし1・2級受検事前講
習の希望者は、8時30分ま

でに受付を済ませ講習ゲレ
ンデヘ向かってください。

講習時間 午前9時30分～11時30分

講習料金
1回2，000円（リフト券は

各自御用意ください）

▼
級
別
テ
ス
ト
　
⑫
受
験
資
格
目
中
学

生
以
上
。
た
だ
し
1
級
受
験
の
場
合

は
2
級
取
得
者
で
当
会
場
で
行
う
事

前
講
習
（
1
単
位
以
上
）
の
修
了
者

傷
申
込
み
“
上
越
国
際
当
間
ス
キ
ー

場
（
暦
58
1
3
2
9
1
）
へ
。

開催地 当　間ス　キー場
開催環 1月24日（日）・3月7日（日〉

受慰場藤 パトロールセンター脇

愛獄謄闘
当日午前8時～9時　ただし1・2級
受検者は、8時30分までに受付を済ま
せ検定ゲレンデヘ移動してください。

検鍵騰間 午前9時30分～
級 主級 2　級 3　級 4　級

受検料 2，500円 2，000円 1，000円 600円
曇認料 2，000円 1，500円 1，200円 800円
登錨隣 4，000円 な　　し

※上記公認料・登録料は合格者のみ必要です。

〈
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
部
〉

　
ク
ロ
カ
ン
ス
キ
ー
は
冬
の
自
然
を
満

喫
し
な
が
ら
全
身
を
動
か
す
雪
上
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
運
動
で
す
。
吉
田
地
区
に
全

日
本
ス
キ
ー
連
盟
公
認
の
常
設
コ
ー
ス

を
整
備
し
、
シ
ー
ズ
ン
中
皆
さ
ん
に
無

料
開
放
し
て
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
平

日
は
午
後
3
時
こ
ろ
か
ら
、
土
・
日
曜
日

は
午
前
9
時
こ
ろ
か
ら
利
用
で
き
ま
す
。

〈
ス
キ
ー
の
基
礎
体
力
づ
く
り
を
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
室
で
〉
総
合
体
育
館
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
室
で
は
冬
期
間
の
体
力
づ
く

り
を
は
じ
め
、
ゴ
ル
フ
ァ
ー
や
ス
キ
ー

ヤ
ー
の
た
め
の
筋
力
・
基
礎
体
力
ア
ッ

プ
に
適
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
笏

問
合
せ
目
総
合
体
育
館
（
智
5

2
1
4
3

7
7
）
へ
。
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当
市
は
平
成
8
年
度
に
「
障
害
者
や
高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
推
進
事
業
」
の
モ
デ
ル
地
区
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

う
け
て
今
年
3
月
に
障
害
者
等
の
社
会
参
加
を
促
進
す
る
た
め
の
「
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
」
を
策
定
し
、
市
庁
舎
な
ど
公
共
施
設

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
（
障
壁
除
去
）
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
議
場
の
改
修
工
事
（
車
椅
子
利
用
者
の
傍
聴
席
整
備
）

が
完
了
。
こ
の
他
に
も
市
民
会
館
や
市
民
体
育
館
、
川
治
地
区
公
民

館
、
博
物
館
、
公
園
等
を
対
象
に
障
害
者
用
ト
イ
レ
や
自
動
ド
ア
の

設
置
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
、
階
段
の
手
摺
り
等
の
整
備
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
車
椅
子
で
の
傍
聴
が
で
き
る
市
議
会
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　　襲一■嗣■■■■腰職灘i葱鱒“　　　　　蹴’麟一

議場もバリアフリー化を実施

◆
心
の
健
康
相
談

笏
日
時
ロ
ー
月
1
9
日
㈹
午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
影
場
所
目
十
日
町
保
健
所
笏
担
当
医

H
江
口
医
師
（
上
村
病
院
）
笏
問
合
せ
H

十
日
町
保
健
所
（
暦
5
7
1
2
4
0
0
）
ま

た
は
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係
へ
。

◆
酒
害
の
相
談

笏
日
時
H
1
月
2
2
日
働
午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
笏
場
所
H
十
日
町
保
健
所
笏
問
合
せ

H
十
日
町
保
健
所
ま
た
は
健
康
福
祉
課
保

健
予
防
係
へ
。

子
供
の

人
権
専
門
委
員
を
設
置

村山一代さん
（為永岱55－2563）

　
人
権
擁
護
委
員
の
村
山
一
代
さ
ん
が
1
1

月
2
4
日
付
け
で
、
法
務
省
人
権
擁
護
局
長

か
ら
「
子
供
の
人
権
専
門
委
員
」
に
指
名

さ
れ
ま
し
た
。
い
じ
め
や
体
罰
、
不
登
校

な
ど
子
供
の
人
権
問
題
に
つ
い
て
お
悩
み

の
方
は
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

末・1月の休日救急医

院（西浦町東）盈52－3276

院（川西町）盈68－2018

院（田中町本通り〉盈52－2403

　元旦

所（川西町）盈68－2034

　
　
　
㈹
医
㈱
医
伽
医
㈹
療

医院　（袋町中）盈52－2174

医院（山本町1）盈52－7066

3
　
1
　
　
　
　
1
　
Ω
∪

0
　
1
　
　
　
　
1
　
1

n
u
　
－
　
　
　
　
¶
⊥
　
0

へ
∠
　
へ
∠
　
　
　
　
ハ
∠
　
つ
」

一
　
　
蝉
　
　
　
　
　
一
　
　
一

【
」
　
つ
」
　
　
　
つ
」
　
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奮
費
　
盈
費

ラり
　
　
　
　
　
　
　
　
　

通
村
　
村
原

嫉
里
　
里

条
中
日
中
北

下
（
　
　
（
（

（
　
　
の

院
院
人
院
院

　
　
　
成

医
病
　
病
病

医院（川原町）岱52－2957

むし歯のないよい歯の子
　H月の3歳児健診を受けた子35人

者
幸
　
司
之
昭
幸
義
弘
弘

護
　
　
正

保
正
　
雅
隆
数
一
実
克
義

瓢
馴
卿
珊
輸
晒

住
噺
躍
醐
罵
懸
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
し
（

　
輝
美
太
央
哉
月
希
信
赴
慧

子
美
津

の
　
菜
賢
菜
智
菜
祐

歯
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事業名 期日 受付時間 対象児

3歳児健診
騰響児／

28日
休）

午後1時

　～1時45分
7年7月

生まれの幼児

1歳6か月児

健　　　診

20日
体）

午後1時

　～1時45分
9年7月

生まれの幼児

4か月児健診
　ならびに

育児学級

27日

㈱

午後1時

　～1時30分

10年9月

生まれの乳児

2歳6か月児

身体測定
19日

（火）

午前9時

～9時50分

8年

6月・7月
生まれの幼児

10か月児
身体測定

26日
（幻

午前9時15分

　　～10時

10年3月
生まれの乳児

麟講朝

勝
悟

鶏

平野雄也（大黒沢東）

渡辺夏生（学校町1）

院（四日町新田2）盈57－6100

院（寿町4）盈52－2711

1月の乳幼児健康診査
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1
大
1
庭

　　　　　会場は保健センターです

※1歳6か月児、3歳児健診の幼児は、歯科健診があり
　ますので、歯をきれいにみがいて来てください。（3歳
　児健診は尿検査もあります）

※4か月児健診に来られない人は、小児がん（神経芽細胞

腫）尿検査セット・乳児一般健康診査受診票を健康福
　祉課に取りに来てください。

※平成7年8月生まれの幼児の保護者へ
　3歳児健康診査では視聴覚検査を実施します。2月の
健診対象者に検査セット等を送付しますので、1月15

　日を過ぎても届かない人は、健康福祉課保健予防係ま
　で連絡してください。

1月の健康相談
会　場 期日 時　　　間

保健センター 4・11・18・25（月） 午前9時～11時30分

新座コミュニティセンター

12日（火）

午前9時～11時30分

大井田コミュニティセン外 午後1時30分～4時

川治地区公民館 午前9時～11時30分

北　和　会　館 午後1時30分～4時

就業改善センター

21日休）

午前9時～11時30分

山谷集会所 午後1時30分～4時

飛渡地区公民館 午前9時30分～11時30分

中条地区公民館

22日㈹

午前9時～11時30分

北原集落センター 午後1時30分～4時

下条地区公民館 午前9時～11時30分

上新田公民館 午後1時30分～4時

※血圧が心配、食事療法を知りたい、心に悩みがあるな
　どの人は、どうぞご相談を／
※健康手帳をお持ちの人はご持参ください。
※問合せ＝健康福祉課健康増進係

1月の献血車
◆成分献血　12日（火）（終日）十日町市役所

＊成分献血は、事前に健康福祉課保健予防係に電話

　で申し込んでください。所要時間は約60分です。

75平成10年12月25日号

1

1



f
！1

l
I

I
I
【

』

［

β〃0％α0物0！

ぐOMO一τOK∠M～｛CH1⑳

　ビッラ；ープリニアーせはコモ湖畔で最も神秘的な雰囲気

をもつ別荘で塗。この建物はジョバンニ・アングイッソー

ラ伯爵によって1577年に建てられました。彼はある貴族の

暗殺計画に加わったのぢ、人目を避けるようにビッラ・プ

リニアーナに移り住みまじた。しかし、別荘には幽霊が夜

ごと出没し、彼は長い間おびえながら暮らしたという話が

残っぞやます。神秘的な話はそれだけではありません。

　別荘の襲手には崖がそびえ立ち、その頂上付近から1日

3回、同じ時刻に同じ分量の水が湧き、滝となって裏庭に

流れ落ちます。その謎はいまだ科学者によっても解明され

ていません。伝説ではここがコモ湖畔に湧く清らかな水と

地獄の汚れた水が出会う地点だといわれています。そんな

神秘的な雰囲気に魅せられて、オペラ作家のロッスィー二

（1792年～1868年）をはじめ多くの作家や作曲家が別荘に

宿泊し、創作活動を行ってきました。皆さんの中でも特に

ミステリーに興味をお持ちの人にお薦めしたい場所です。

　さて、昨年8月以来10回にわたってお届けしたコモ湖畔

の別荘ゑ巡るツアーもこれで最終回となります。私自身、

世界屈指のリゾート地コモの一端を紹介することができた

ことを光栄に思っています。将来、多くの皆さんがコモを

訪れ、117kmの湖畔を散策されることを願ってやみません。

※文章と日本語訳はアドゥア・カスターニョさん。

冬の大三角形
　　　　　十高マン研
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子供の喜びがふくらむ学校
地域とともに喜びを育む総合学習

赤倉小学校

茄．32

〉食文化に学ぶ活動　そばの刈り取りは、

地域のお年寄りの皆さんから協力していた

だきました。そば祭りでは、家族総出でそ

ばを打ち、地域をあげて収穫の喜びを味わ

いました。

レ赤倉神楽に学ぶ活動　保存会の皆さんか

ら熱心に指導していただいています。子供

たちは、厳しい練習に耐え上手に踊れるよ

蕊翼盤錨辮灘1鞍鍵菱ll

レ
照蹴　

竪

瓢

羅
のご協力により、今年もインド舞踊団との

交流会を持ちました。インドの踊りを習っ

たり、一緒にカレーを作ったりしながら、

インドの方々と心を通い合わせる喜びを味

わいました。

　赤倉小学校ではこのように地域の皆さん

との関わりの中で総合活動が展開されてい

ます。’温かく見守られ支えられて子供たち

は喜びに満ち、たくましく育っています。
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U
月
2
5
日
号
の
編
集
室
の
中
で
一
ま

ち
づ
く
り
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
情
報
を
1
2
月
1
0

日
号
で
4
ぺ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
特
集
し
ま
す
」

と
書
い
た
と
こ
ろ
、
「
ど
こ
を
見
て
も
書
い
て

は
い
な
い
で
は
な
い
か
」
と
い
う
問
い
合
わ

せ
の
電
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
は
書
く

予
定
で
い
た
の
で
す
が
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の

立
ち
上
げ
が
遅
れ
て
い
る
た
め
に
書
く
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
立
ち
上
が
り
次
第

お
伝
え
し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
話

は
変
わ
り
ま
す
が
、
1
2
月
に
入
り
、
節
目
の

第
5
0
回
十
日
町
雪
ま
つ
り
の
準
備
が
本
格
的

に
始
動
し
て
い
ま
す
。
非
常
に
厳
し
い
経
済

情
勢
の
中
で
の
雪
ま
つ
り
、
様
々
な
場
面
で

緊
縮
予
算
と
い
う
話
が
出
さ
れ
ま
す
。
雪
ま

つ
り
も
半
世
紀
と
い
う
歴
史
の
中
で
は
、
現

在
の
よ
う
に
厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
で
の
開

催
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
ん
な
中
で

も
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
市
内
最
大
の

イ
ベ
ン
ト
。
こ
う
い
う
状
況
だ
か
ら
こ
そ
ま

つ
り
の
原
点
で
あ
る
「
市
民
手
づ
く
り
」
と

い
う
考
え
を
肝
に
銘
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
最
大
の
努
力
を
し
な
が
ら
成
功
に
向
け
て

精
進
し
た
い
も
の
で
す
。
そ
う
言
う
私
も
、

今
回
応
援
隊
と
し
て
1
2
月
1
5
日
か
ら
雪
ま
つ

り
事
務
局
に
詰
め
て
い
ま
す
。
広
報
の
前
は

観
光
で
し
た
の
で
、
5
年
ぶ
り
の
雪
ま
つ
り

復
帰
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
㊧
で
す
。
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十日町市民の願い 市の木

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ぱ
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

市の花

76




